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Abstract: Toxoplasmosis is a zoonosis caused by Toxoplasma gondii, which infects almost all mammals and birds. 
Felids are de�nitive hosts that shed oocysts of T. gondii with their feces, which is then transmitted by oral ingestion. 
�e study analyzed the prevalence of T. gondii infection in free-ranging cats on Tokunoshima Island, Kagoshima 
Prefecture from 2017 to 2018, and found a seropositivity rate of 47.2% (59/125). �is result indicated the importance 
of understanding and managing the behavioral patterns of felids, including the free-ranging cats. Toxoplasmosis is 
also an important food-borne parasitic disease due to its ability to be transmitted by consuming undercooked meat 
of infected animals. Considering that all developmental stages of T. gondii, including oocyst, tachyzoite, and cysts, 
are capable of infection, a One Health approach that considers the health maintenance of humans, animals, and the 
environment is important for the control of toxoplasmosis.
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1.　は じ め に

トキソプラズマ症は，アピコンプレックス門に属するトキ
ソプラズマ原虫Toxoplasma gondii Nicolle and Manceauxによっ
て引き起こされる人獣共通感染症である．1908年にげっ歯
類より発見されてから（Nicolle and Manceaux, 1908），トキソ
プラズマ原虫の生活環については長らく不明のままであっ
た．1939年Wolfらは，生後3日目より痙攣発作，呼吸障害を
起こし31日目に脳脊髄炎により死亡した新生児より分離さ
れたトキソプラズマ原虫を，マウスおよびウサギに脳内接種
により感染させ，トキソプラズマ症が人獣共通感染症であ
ることを初めて実験的に示した（Wolf et al., 1939）．1957年に

は，ヒツジにおける流産の原因が本症に起因することが報告
され（Hartley and Marshall, 1957），医学上のみならず，獣医
学上，重要な感染症として認識された．今日では，ほぼ全て
の哺乳類，鳥類に感染能を有することが明らかとなり，世界
で広く蔓延している．感染症の理解において，微生物（ウイ
ルスを含む）の宿主への「感染」という生物学的事象と，感
染によって引き起こされる宿主の健康障害である「感染症」
という医学的事象を明確に区別することが重要である．多く
の微生物において「感染」が必ずしも「感染症」を引き起こ
すわけではない．多くの寄生微生物にとって，宿主の死は自
らの死を招くため，自然選択のプロセスを経て宿主との共存
へと向かうと考えられる．トキソプラズマ原虫は，医学，獣
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医学的には宿主に重篤な症状を引き起こし，時として死をも
たらす恐ろしい病原微生物とされているが，自然界ではヒト
を含めた様々な生物と関係をもちながら共存していると理解
するのが適切であろう．本稿では，トキソプラズマ原虫の生
活環を説明するとともに，トキソプラズマ症のコントロール
にはヒト，動物，環境の健康維持を視野に入れたワンヘルス
アプローチ（One Health approach）が重要であることを述べ
たい．

2.　トキソプラズマ原虫の生活環

トキソプラズマ原虫の終宿主はネコ科動物である．1970
年，トキソプラズマ原虫感染マウスをネコに摂食させたとこ
ろ，その糞便中にトキソプラズマ原虫の発育ステージのひと
つであるオーシストを見出したことから（Dubey et al., 1970a, 
b; Frenkel et al., 1970），トキソプラズマ原虫の生活環に関する
研究は加速する．トキソプラズマ原虫がネコ科動物に初めて
感染すると，その腸管上皮内で有性生殖を行い，おおよそ
1週間から2週間の間，未成熟オーシストを糞便中に排出す
る（Fig. 1a）．未成熟オーシストは外界で発育すると（気温
約20°Cの場合，3～4日），4個のスポロゾイトをそれぞれ持
つ2個のスポロシストが形成され，感染力を持つ成熟オーシ
ストになる（Fig. 1b）．成熟オーシストが中間宿主に経口感
染すると無性生殖により増殖する．ほとんど全ての温血動物
が中間宿主となり得る．中間宿主に取り込まれた成熟オーシ
ストは，小腸上部でオーシスト内のスポロゾイトが遊離し，
腸管粘膜に侵入，タキゾイトとなり増殖する（Fig. 1c）．タ

キゾイトは血流を介して全身に広がり，宿主に抗体が生じる
と，免疫反応が作用しにくい脳や筋肉組織でシスト（囊子）
を形成し（Fig. 1d）慢性感染状態となる．シストを経口摂取
した動物にも感染が起こる．さらに，タキゾイトの胎盤感染
が成立することもある．そして感染動物を経口摂取，あるい
はオーシストにより汚染された土壌や水を摂取したネコが初
感染すると伝播サイクルが完結する．以上のように，トキソ
プラズマ原虫の3つの発育形態，オーシスト，タキゾイト，
シストが他の生物に対する感染能を持つことから，感染ルー
トは1）終宿主から終宿主へ，2）終宿主から中間宿主へ，3）
中間宿主から中間宿主へ，4）中間宿主から終宿主へ，5）胎
盤感染の5つのルートがあり複雑である．

3.　ヒトへの感染経路

健康なヒトがトキソプラズマ原虫に感染した場合，おおよ
そ95%は不顕性感染となり症状が出ないことが多く，症状が
出た場合でも通常は軽度で，インフルエンザのような感冒様
症状が数週間から数ヵ月続くに留まるとされている（World 
Health Organization, 2015）．しかしながら，後天性免疫不全
症や抗がん剤投与等により宿主が免疫不全をきたした場合，
虫体が急激に増加し病原性が顕著化，重症となる．このよう
な疾患を日和見感染症という．ヒトの感染率はアメリカ，イ
ギリスで8‒22%，中央アメリカ，南アメリカおよびヨーロッ
パ大陸では30‒90%と推定されている（Aguirre et al., 2019）．
日本では大規模な調査がここ30年以上行われていないが，
5‒10%程と考えられている（永宗，2018）．環境条件，文化

Fig. 1.　Developmental stage of Toxoplasma gondii. a, electron micrograph of immature oocyst. b, electron micrograph of sporulated 
oocysts. c, Giemsa-stained tachyzoites. d. Giemsa-stained cyst. Scale bar: 5 µm for a and b, 10 µm for c, and 20 µm for d.
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および食習慣，動物との距離等の要因から感染率は地域や年
齢によって異なるが，これほどまでに保虫者の割合が高いの
は，トキソプラズマ原虫のヒトへの感染経路の多様さに起因
する．

オーシストによる感染
ヒトを含む温血動物は，ネコ科動物の糞便中に排出された
成熟オーシストを経口摂取することにより感染する．外界に
放出されたオーシストで汚染された水の摂取，またガーデニ
ング等で土壌とともに手に付着したオーシストの摂取，汚染
された野菜を良く洗わずに食することなどによって起こる
（Fig. 2a）．ネコは土砂で排便するため，これらの汚染源との
接触は感染の危険を伴う．土壌を介して感染した67.0%は子
供または青年との統計がある（Pinto-Ferreira et al., 2019）．お
そらく子供達が砂場や土で遊び，間接的にオーシストを摂
取すると考えられる．水を介した最初のアウトブレイクは，
1979年パナマで野生のネコ科動物の糞の汚染により発生し
（Benenson et al., 1982），1995年には汚染された水道水による
集団感染がカナダで発生した（Bowie et al., 1997）．水を介し
た集団感染の報告はブラジルからが多く，2001年の400人を
超えるトキソプラズマ症のアウトブレイクの原因は，ろ過処
理のされていない市が運営する水道水，また汚染された水で
作られたアイスクリームだった（de Moura et al., 2006）．
オーシストの生存能力は環境の影響を受け左右されるが，
気温−20°Cから35°Cにおいて湿度のある土壌では18ヵ月間，
4°Cから22°Cの水中では200日以上と長期に亘り感染力を維
持すると実験的に証明されている（Dubey, 1995, 2004; Shapiro 
et al., 2019）．環境中のオーシストの生存期間が長いことか
ら，ゴキブリやハエ，等脚類およびミミズなどによる機械的
伝播が示唆されているのは興味深い（Wallace, 1973; Frenkel et 
al., 1975）．近年，環境DNAに関する研究は解析技術の向上
に伴い発展している．今後，自然界におけるオーシストの生
存率，分布域の詳細な調査が望まれる．

シストによる感染
トキソプラズマ原虫は，ほぼ全ての温血動物に感染可能で
あるため，シストを保有する未調理の生肉，加熱不十分な肉
の摂取は感染の危険を伴う（Fig. 2b）．世界保健機関は，ト
キソプラズマ症を主要な食品媒介寄生虫病の一つとしてお
り（World Health Organization, 2015），アメリカにおいては，
年間22.5万人のトキソプラズマ症新規患者のうち，11.2万人
が食品媒介性によるものであり，死亡者は375人で食品に起
因する死亡率の20.7%を占めると分析している（Mead et al., 
1999）．シストによる感染は，食文化および食習慣に起因す
る場合も多く，時に生肉食を伴う伝統的レバノン料理やラ
ムやビーフのレア肉を好み食したことによる家庭内集団感
染により発熱，リンパ節腫脹や網膜脈絡膜炎を伴う急性ト
キソプラズマ症の発症がたびたび報告されている（Masur et 
al., 1978; De Silva et al., 1984）．1987年の報告では，日本の農
家集団3,606人のトキソプラズマ原虫に対する抗体について
調査した結果，抗体陽性率は女性で16.3%，男性で28.8%で
あり，男性の陽性率が高い理由として，生肉の摂取率が高い
こと（男性41.6%，女性17.2%）をひとつの要因としている
（Konishi and Takahashi, 1987）．トキソプラズマ症に限らず，
生肉の摂取による細菌および寄生虫の感染リスク減少のた
め，各国，食品衛生に関する指針を制定しているが，多くの
国において，ヒトや動物の集団におけるトキソプラズマ症に
関するデータは乏しい（Torgerson et al., 2014）．
全世界におけるトキソプラズマ症集団感染の感染経路の推
移を1967年から2018年3月にかけて公表された573件のデー
タベースをもとに解析した報告では，1960年代，1990年代
では，主に肉および肉派生物に含まれるシストの摂取によ
るものであったが，2000年代では，水，砂，土壌中のオー
シストが主原因となり，2010年代では，生の果物や野菜に
付着したオーシストによるものである（Pint-Ferreira et al., 
2019）．ネコの個体数管理，行動把握が重要であるのはもち
ろんのこと，食の安全に関する意識・対策の向上，生活様式
の変化など様々な要因により，感染経路が推移するものと思
われる．ヒトのトキソプラズマ症の発生パターンを理解する
ことで，家畜動物の健康管理，疾患防御技術の開発および土
壌を含む生態系の管理等，より効果的で的を絞った対策が可
能になると考えられる．

タキゾイトによる感染
オーシストあるいはシストを摂取することによるトキソプ
ラズマ症感染発生率は，これまでの報告の統計学的解析か
ら，それぞれ44.1%, 47.1%とされており（Pinto-Ferreira et al., 
2019），主要なヒトへの感染経路とされている．タキゾイト
を介したトキソプラズマ原虫感染は，中間宿主から離れると
容易に感染力を失うことから重要視されない傾向にある．発
生頻度は低いが，山羊などの生乳を飲んだことによる網膜
脈絡膜炎を伴う急性トキソプラズマ症の発症や（Riemann et 
al., 1975; Sacks et al., 1982）（Fig. 2c），山羊，ヒツジ，ラクダ
や牛などの中間宿主の生乳中にタキゾイトが検出されている
（Mancianti et al., 2013; Saad et al., 2018; Iacobucci et al., 2019）．
タキゾイトの感染力維持能力についての研究もなされており
（Koethe et al., 2017），殺菌されていない生乳を飲むことは危
険であるとされる（Pereira et al., 2010）．

Fig. 2.　Transmission cycle of Toxoplasma gondii. �e dotted 
arrows indicate that oocysts from felines are discharged into 
the environment. a, infection route by sporulated oocysts; b, 
infection route by cysts. c, infection route by tachyzoites.
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胎盤感染
上記，いずれかの経路によって妊婦が初めて感染を受ける

と，タキゾイトとなって増殖し胎盤を通って胎児に移行（Fig. 
2c），先天性トキソプラズマ児を分娩することがある．妊娠
期間中のいつトキソプラズマ原虫に感染するか，また個人の
免疫力によって，発症率は異なる．妊娠初期での胎児感染の
確率は低いものの重症化しやすく，水頭症，脳内石灰化，小
頭症，網脈絡膜炎，小眼球症，精神神経・運動障害，肝脾腫
などを起こす．妊娠後期での感染は軽症あるいは不顕性の場
合が多いとされるが，出生時に無症状であっても，遅発型と
して，成人までに網脈絡膜炎や，てんかん様発作，痙攣など
の神経症状，知的障害等を呈することがある．しかしなが
ら，トキソプラズマ原虫胎内感染の実態は正確に把握されて
いないのが実状である．日本国内において，1997年7月から
2004年12月までの7年半に亘り4,466人の妊婦を対象に，抗
トキソプラズマ抗体価を測定した結果，有病率は10.3%で，
35歳以上の女性で有意に高く，妊娠中のトキソプラズマ一次
感染率は0.25%と推定されている（Sakikawa et al., 2012）．ト
キソプラズマ原虫に対する抗体を有する妊婦469人を対象
に，PCR試験を行った結果，12例において出生前羊水または
出生時羊水，新生児血液で陽性であり，うち7例は先天性ト
キソプラズマ症と診断されたとの報告がある（Yamada et al., 
2019）．胎児死産や流産の原因は検査されないこともあり，
先天性トキソプラズマ症の実際の患者数は報告数より多く，
年間136から339人と推定されている（渡邊，2015）．

4.　家畜におけるトキソプラズマ感染

日本では，トキソプラズマ症は家畜伝染病予防法に定め
る「届出伝染病」に指定されており，対象家畜はめん羊，山
羊，豚，イノシシである．終宿主のネコ科動物は対象動物と
なっていない．また，ネコは一般に無症状であることが多い
のに対し，めん羊では流産，山羊および豚では発熱，咳，鼻
汁，腹式呼吸，皮膚の紫赤斑，起立不能を示す．と畜検査に
おいて，トキソプラズマ原虫の感染が認められた場合は，と
畜禁止あるいは全部破棄の措置が取られる．農林水産省の監
視伝染病発生年報によると，ここ数年のトキソプラズマ症の
発生は2019年23戸数47頭，2018年11戸数16頭，2017年41
戸数74頭，2016年38戸数85頭，いずれも沖縄県からの報告
である（農林水産省，2020a）．急性感染であれば，主として
リンパ節に特徴のある腫脹や壊死などの病理変化を伴い，肝
臓の壊死巣などから診断可能であるが，慢性感染状態で脳や
筋肉にシストを形成している場合は，臓器に異常は認められ
ず，と畜検査をすり抜けてしまうことになる．実際，過去に
は東京芝浦と畜場ならびに大阪府のと畜場において，生体検
査，解体検査で全く異常の認められなかった豚の横隔膜筋を
検体として，原虫分離を行ったところ，原虫陽性率はそれ
ぞれ4.9%, 11.8%であったとの記録や，豚の小間切肉，市販
品100 gからの原虫分離陽性率は19.3%（25/130検体）との記
録がある（中山，1969）．急性感染の豚の発生は沖縄県に限
局しているが，慢性感染の指標となるトキソプラズマ原虫
に対する抗体陽性率については全国各地から報告されてい
る．例えば，2007年9月から2008年1月までのヒツジの調査
では，北海道33.16%（63/191），岩手県25.64%（10/39），青森
県5.71%（2/35）と報告されている（Giangaspero et al., 2013）．
2012年8月から2013年8月に実施された岐阜県の食肉処理場

調査では，牛7.3%（31/422），豚5.2%（8/155）（Matsuo et al., 
2014），2013年10月から12月に実施された広島県のと畜場調
査では，牛408頭，豚386頭での抗体陽性率はそれぞれ2.2%, 
6.2%（村田ら，2015）との報告がある．沖縄県では食肉処理
場の山羊頭頂筋試料よりトキソプラズマ原虫が分離されてい
る（Kyan et al., 2012）．さらに，同じく沖縄県で，外部導入
した初産山羊5頭中4頭でトキソプラズマ症による流産の報
告がある（荒木ら，2011）．1ヵ月間の全国の豚と畜頭数は，
2020年7月を例にとると135万6,453頭であるのに対し（農林
水産省，2020b），家畜を対象としたトキソプラズマ原虫感染
に対する抗体保有率の調査は非常に少ないと言わざるを得な
い．

5.　野生動物へのトキソプラズマ感染

トキソプラズマ原虫の感染は，家畜のみならず，自然生
態系に生息する野生動物にも拡大している．日本に生息す
る様々な野生動物について抗トキソプラズマ抗体保有率の
報告がなされており，在来種においては，ニホンカモシカ
Capricornis crispus R. Swinhoeで抗体保有率24.4%（Sakae and 
Ishida, 2012），イノシシSus scrofa leucomystax Linnaeusで6.3%，
ニホンジカCervus nippon Temminckで1.9%（Matsumoto et al., 
2011），エゾシカCervus nippon yesonsis Heudeで47.5%（Hoshi-
na et al., 2019），タヌキNyctereutes procyonoides viverrinus Gray
で3.3%（根上ら，1998）等， 外来種においては，アライグ
マProcyon lotor Linnaeusで9.9%（Sato et al., 2011），フイリマ
ングースUrva auropunctata Hodgsonで10.5%（Ito et al., 2020）
などが報告されている（Table 1）．また，ゼニガタアザラ
シPhoca vituline stejneger Linnaeusやミナミハンドウイルカ
Tursiops aduncus Ehrenberg，シャチOrcinus orca Linnaeus等，
海洋生物における感染も示されている（Murata et al., 2004; 
Fujii et al., 2007）．鹿児島県奄美大島においては，絶滅危惧
種のアマミノクロウサギPentalagus furnessi Stone（久保ら，
2013）とアマミトゲネズミTokudaia osimensis Abe（Tokiwa et 
al., 2019）の死亡個体のトキソプラズマ原虫感染が確認され，
剖検の結果，死因はトキソプラズマ感染である可能性が指摘
されている．アマミノクロウサギとアマミトゲネズミは，ネ
コに高頻度で捕食されているが（Shionosaki et al., 2015），捕
食のみならずネコ由来の感染症の影響も受けている可能性が
あり，今後，他の種も含めより詳細な感染実態の調査が望ま
れる．
以上のように，限られた種および地域における報告ではあ
るものの，在来種から外来種，陸域から水域まで，幅広くト
キソプラズマ原虫の感染が確認されており，トキソプラズマ
原虫の伝播サイクルが自然生態系にも拡大していることが明
らかになっている．

6.　ネコのトキソプラズマ感染

トキソプラズマ原虫を伝播する主たる根源であるネコのト
キソプラズマ原虫に対する抗体保有率調査についても，全国
規模での疫学調査，経時的調査が行われているとは言い難
い．2000年以前は，各地域で動物保護センターでの保護ネ
コやノラネコ，動物病院の患畜ネコを対象としてトキソプ
ラズマ原虫に対する抗体検査報告があるが（Iseki et al., 1974; 
室作，1976; Oikawa et al., 1990; Mizusawa et al., 1991; Maruyama 
et al., 1998），近年の情報は乏しい．室内飼いのネコと外ネ
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コ（放し飼いネコ，ノラネコ，ノネコなど野外で生活するネ
コ）のトキソプラズマ原虫に対する抗体保有率を比較した場
合，外ネコの方が高いことが想定される．その理由は，トキ
ソプラズマ原虫に感染した他のネコや，さまざまな中間宿主
が存在する野外環境において，オーシストで汚染された水
や土壌に接することや，中間宿主の捕食に伴うシスト感染
が生じるなど，様々な感染経路に晒されるからである（Fig. 
2）．事実，日本各地の動物病院での調査において，放し飼い
ネコの抗体保有率は11.1%で，室内飼育で時々外に出るネコ
の抗体保有率4.8%より有意に高いことが示された（Nogami 
et al., 1998）．また，東京都都市部および郊外のネコを比較し
た調査では，郊外のネコの抗体保有率は8.8%（1999年‒2001
年），13.6%（2009年‒2011年）であり，都市部の2.5%（1999
年‒2001年），1.7%（2009年‒2011年）を有意に上回っている
（Oi et al., 2015）．近年，島嶼地域における調査も行われてお
り，奄美大島では外ネコの抗体保有率が9%（123/1,363）と
報告されている（Matsuu et al., 2017）．また，著者らは奄美大
島に隣接する鹿児島県徳之島において，2017年から2018年
に捕獲された外ネコの血清中抗トキソプラズマ抗体の解析を
行ったところ，抗体陽性率は47.2%（59/125）であり，これ
まで報告されているどの地域に比べても顕著に高い値を示し
た（Shoshi et al., 2020）．
新規に感染したネコは，新たに環境中へのオーシストの排
出者となる．そして野外における伝播サイクルは，外ネコ

や，中間宿主となる野生動物が多いほど，またオーシストが
残存しやすい環境が多いほど拡大する．さらに外ネコとのふ
れあいや汚染土壌との接触により，ネコを飼っている，いな
いに関わらず，ヒトもそのサイクルに組み込まれることにな
る．

7.　人獣共通感染症対策としてのネコの適正飼養

外ネコはヒトが住むほとんどの地域で普通に見られ，さら
に人間の活動領域と自然環境をまたいで活動する．こうした
外ネコの多さと行動様式が，トキソプラズマ原虫の伝播サ
イクルが各地で成立している根源的な理由である．外ネコ
は，ネコの放し飼い，捨てネコ，それらが野外で繁殖して増
えた個体に由来するが，さらにヒトの餌付け行為が，外ネコ
の個体数を底上げしている可能性も示唆されている（Kazato 
et al., 2020）．また，外ネコの行動範囲は，ヒトの居住エリア
に収まらず，畜舎（坂本ら，2019）や自然環境（Maeda et al., 
2019）にも及んでいることが明らかになり，畜産業，および
消費者の健康，自然生態系へのリスクとなっていることが示
唆されている．Kazato et al.（2020）は , 19日間の外ネコの行
動追跡調査によって，その移動距離が12 kmに達したことを
報告している．また，Kobayashi et al.（2019）は，捕獲され
た外ネコの糞から，捕獲地点より4 km以上離れたエリアに
しか生息しない希少種の体毛や骨などが検出されたことを報
告し，外ネコの長距離移動の可能性を示唆している．つま

Table 1.　Seroprevalance of Toxoplasma gondii infection in wild animals in Japan.

Species Year Research area N* Seroprevalence  
(%) Methods** Reference

Capricornis crispus 1981‒1984 Gifu 765 5.4 LAT Kinjo et al., 1987
2006‒2010 Nagano 41 24.4 LAT Sakae and Ishida, 2012

Cervus nippon 
centralis

1995 Iwate 5 0 LAT Neagari et al., 1998
2004‒2007 Gunma 107 1.9 LAT Matsumoto et al., 2011

Cervus nippon 
yesoensis

2003 Eastern Hokkaido 12 0 LAT Omata et al., 2005a
2010‒2011 Eastern Hokkaido 201 1.5 LAT Bando et al., 2015
2010‒2012 Eastern Hokkaido 80 47.5 SFDT Hoshina et al., 2019

Nyctereutes 
procyonoides 
viverrinus

1995 Kanagawa 30 3.3 LAT Neagari et al., 1998

Orcinus orca 1988 Japanese coast 2 50 LAT/IHAT Murata et al., 2004
2005 Shiretoko, Hokkaido 8 0 LAT Omata et al., 2006

Phoca vitulina 
stejnegeri

2005 Nosappu, Hokkaido 77 4 ELISA Fujii et al., 2007

P. fasciata 2005 Nosappu, Hokkaido 2 0 ELISA Fujii et al., 2007
P. largha 2005 Nosappu, Hokkaido 9 0 ELISA Fujii et al., 2007
Procyon lotor 2000 Ishikari, Hokkaido 248 13.7 LAT Matoba et al., 2002

2000‒2009 Hokkaido 492 7.9 LAT Sato et al., 2011
2000‒2009 Kanagawa and Chiba 285 16.5 LAT Sato et al., 2011
2000‒2009 Wakayama 152 3.9 LAT Sato et al., 2011

Sus scrofa 
leucomystax

1980‒1988 Kobe, Hyogo 17 52.9 LAT Murata, 1988
2000‒2001 Amakusa, Kumamoto 90 1.1 LAT Shibashi et al., 2004
2003‒2004 Shikoku 115 0 LAT/ELISA Omata et al., 2005b
2004‒2007 Gunma 175 6.3 LAT Matsumoto et al., 2011

Sus scrofa 
riukiuanus

ND*** Iriomote Island, Okinawa 108 5.6 LAT Nogami et al., 1999

Urva auropunctata 1989‒2005 Amami-Oshima Island 362 10.5 LAT Ito et al., 2020

*N, number of tested. **Methods, LAT: latex agglutination test, SFDT: Sabin-Feldman dye test, IHAT: indirect hemagglutination test, 
ELISA: Enzyme-linked immunosorbent assay. ***ND, no discribed.
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り，影響の及ぶ範囲は，見渡す範囲にとどまらず，数キロ先
まで及ぶ可能性があり，対策のためには広域での連携が必須
である．
伝播サイクルを遮断するためには，これまで当たり前だっ
たネコの餌付けや放し飼いから，室内飼いをスタンダードと
し，ネコの新規感染と野外環境のオーシスト汚染を防ぐこと
が必要である．また，ヒトの活動エリア（住宅地，公園，農
地，畜舎等）での感染リスクを優先的に低減するためにも，
外ネコおよび中間宿主の管理も，伝播サイクルを遮断する有
効な手段となろう．一方で，本来感染症に十分留意すべき畜
舎において，ネズミ対策のために畜産業者自ら積極的にネコ
の飼養や外ネコの餌付けがなされている実態が明らかにな
り（Kazato et al., 2020）（Fig. 3），人獣共通感染症リスクの周
知と認識が不十分であることが浮き彫りとなっている．こ
れに関しては，家畜伝染病予防法の2020年の改正に基づい
て近年出された「飼養衛生管理基準」により（農林水産省，
2020c），畜舎におけるネコ等の愛玩動物の飼育が禁止され，
さらにネズミ等の駆除のために殺鼠剤の使用等の措置を講ず
ることが明記された．つまりネズミ対策はネコに拠らない手
法で積極的に実施すべきという基準であり，トキソプラズマ
の終宿主と中間宿主の両者の管理につながり得る大きな進展
である．本基準が十分周知され実行力を持って運用されるこ
とが望まれる．

8.　お わ り に

近代化が進み，衛生環境が向上した国で生活する我々日本
人の中には，寄生虫感染症は過去のものと考える人も少なく
ないであろう．確かに我が国では，日本住血吸虫症やリンパ
系フィラリア症を根絶した経験がある．小学校で長く行わ
れていた蟯虫検査も2015年度限りで廃止された．トキソプ
ラズマ症についても，1985年に先天性トキソプラズマ症の
全国調査が行われ，1例のみが水頭症と診断されたことから
（松本ら，1987），本症の発生頻度は極めて低く克服は目前と
思われていた．しかしながら，診断法や検査技術の発展に伴
いトキソプラズマ症診断例が増加したのか，あるいはトキソ
プラズマ原虫が勢力を増したのか真偽のほどは不明である

が，感染は収束の兆しを見せず，未だ注意すべき感染症であ
ることに変わりはない．今後も加速するグローバル化，気候
変動，人的環境変化，外来種の侵入などによる生態系の変動
は，トキソプラズマ症のみならず人獣共通感染症の解決をよ
り一層難しくする可能性を秘めている．多種多様な生物種間
の相互作用が，人間の生活圏，野生動物，自然環境にまたが
り複雑にかかわっているトキソプラズマ症をコントロールす
るには，持続可能な自然とヒトと動物の関係の構築を目指す
ワンヘルスアプローチが必須であり，様々な関係者，研究領
域の垣根を超えた連携の推進が望まれる．
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